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子どもの内なる力を伸ばす教育 地域と共に歩む学校

＜めざす人間像＞ 知・徳・体が調和し、社会的に自立した人間

本県の教員は、学習の主体者である児童生徒を中心においた教育を求めてきた。それは、児童生徒が、内なる力を存分に発揮し、自ら学んでいく教育で
あり、一人ひとりの個性的な学びが尊重される教育である。このことは、本来子どもは限りない可能性を秘めており、常に学びたいという欲求をもつ存在であると
いう子ども観に立脚している。本県は、今後も児童生徒の視点に立ち、一人ひとりが輝く教育を求めていく。
また、本県の学校は、教育に関心の高い地域の人々により支えられてきている。児童生徒に「生きる力」を育み、本来もっている力を伸ばすには、今後、更
に地域との信頼関係を深め、連携し協力することが必要である。保護者や地域の人々が「学校づくり」に積極的に参画し、地域と共に歩む学校が、本県の
求める学校像である。
これらのことが実現するとき、知・徳・体が調和し、自分を価値ある存在と感じ、社会的に自立した人間に成長していくものであると考える。

子どもの命と安全を守り 夢や 可能性を育む

専門性を磨き、人間力を高めるために学び続ける

長野県の学校教育の理念

長野県の教員の使命・任務

児童生徒が主体的に学んでいくためには、安全安心な学校や学級が不可欠である。児童生徒の命と安全を守ることは、何よりも優先して教員に課せられた
使命であり、任務である。また、児童生徒に確かな学力を定着させるとともに、夢や可能性を育んでいくことは教員の責務である。
更に、教育のプロとして、常に専門性を磨き、人間力（社会を構成し運営すると共に、自立した一人の人間として力強く生きていくための総合的な力）を高め
るために学び続けることも、教員としての使命・任務である。
このように教員が学び続けることにより成長していくことは、児童生徒の成長の源でもあり、児童生徒の成長にかかわれることは、教員の喜びであり、やりがいで
ある。

「深雪せる 野路に小さき沓の跡 われこそ先に行かましものを」と歌った我が県の先達林芋村先生の心を、本県の教員は常にもっていたい。

１ 長野県教育の理念と教員の使命・任務

－１－

「守り 育み 学び続ける」



Ｂ 確かな人権意識と共感力 Ｃ 地域社会と連携・協働する力

Ｄ 目標実現に向け、柔軟に対応する力 Ｅ 「教育のプロ」としての高度な知識や技能

①地域社会の発展に主体的に寄与する態度
②郷土を愛し、地域の自然、歴史、文化及びそこに住む人々を尊重する態度

①知識や技能を常に刷新しようとする意欲や態度
②同じ目的に向かってチームで対応する力

①教科指導、生徒指導、学級経営等を的確に実践する力

②グローバル化、情報化、特別支援教育等の課題に対応できる力

Ａ 高い倫理観と使命感及び確かな子ども理解
① 社会の秩序と規律を遵守し、信頼される存在 ② 教員としての責務の自覚

③ 子どもに関する確かな科学的知見と深い人間愛

長野県の教員に求められる資質能力

社会の変化に伴う新しい課題が学校にも押し寄せている。本県においても、少子・人口減少社会に対応した新たな学校づくりや授業づくり、また、経験豊
かな教員が大量に退職することによる教育力の確保など、喫緊の課題である。このような状況の中で、地域からも、児童生徒、保護者からも信頼され、尊
敬される人間味あふれた教員の育成が欠かせない。
本県の生んだ明治の文豪島崎藤村は、「人の世に三智がある。学んで得る智、人と交わって得る智、みづからの体験によって得る智がそれである。」 と
言っている。これは長野県の教員が大切にしてきた学びを、端的に示している。現代的な課題に対応できる教員研修体系を、この「三智」を基に作成し、本
県教員の力量を高めていきたい。

２ 長野県の教員に求められる資質能力とこれからの研修の在り方

①全ての人の人権を尊重する態度
②児童生徒や保護者の思い（悲しみや喜び）を感じ取る力

－２－

１ 「集める」研修から、「出向く」研修へ
・校内研修や地域で行われる研修の重視 ・日々の教育活動をベースにした研修の重視

２ 「広く人と交わること、体験すること」を重視し、人間力を高める研修へ
・幅広い教養や視野を持つための研修の重視

・講義型と参加・体験型の研修をバランスよく実施し、実効性を高める

３ さまざまな機関と連携・協働し、開かれた研修へ
・市町村教育委員会や大学・教育団体をはじめ、民間団体や地域の方々等との連携・協働を進める

・研修結果を確認し、成果を広く還元する仕組について研究

４ 自主的な研修の重視
・自主的な研究団体（同好会等）との連携を推進 ・自主的に学んだ成果を評価する方法の検討

先生方の研修はこう変わります

・学校や近隣での研修が多くなります。
・教員だけでなく、様々な方と接することで、
多様な見方や考え方を学びます。
・演習や実習等の体験的な研修から、実践
的な力が付きます。
・自己の振り返りをもとに、今後の課題を明
確にして、教員としてのキャリアアップを
図ります。
・研修状況を記録することで、自分の研修
の積み重ねを実感できるようになります。

これからの研修の在り方



教員のライフステージに応じた学びのための指針

児童生徒や保護者の話をよく聞く。そのための手法を常に学ぶ

教員が社会的な存在であることを自覚する。 地域社会に開かれた学校づくりを具体的に実践する

基礎形成期

伸長期

充実期

熟成期・次世代育成期

初任 ５年 １０年 ２０年 ３０年

分からないことや悩んでいることは
何でも相談し、よい授業や素晴らし
い学級経営に数多く触れよう。また、
幅広く多くの経験をしよう。

自己満足に陥らず絶えず学習者の
視点で、自分の実践を見返していこ
う。

学校の中核としての自覚を持ち、組
織マネジメントやリスクマネジメント
の力も付けよう。また、開かれた学
校づくりのため、地域社会とのかか
わりも深めよう。

学び続ける教員の姿を、後輩に
示す。さらなる人間力向上のため
努力を惜しまず、学校運営や後
進の指導、また児童生徒の教育
にあたろう。

Ｂ 確かな人権
意識と共感力

Ｃ 地域社会と連
携・協働する力

Ｄ 目標実現に
向け、柔軟に
対応する力

Ｅ 「教育のプロ」
としての高度
な知識や技能

よいものは何でも学ぼうとするどん欲さと謙虚さを持つ

３ ライフステージに応じた教員研修

教育関連法規を学び、教員の社会的責務への理解を深める。自己の振り返りと、保護者や地域からの評価等を基に、常に自身を見返すＡ 高い倫理観
と使命感及び
確かな子ども
理解

これまでの子ども観を見返し、さらに児童生徒理解を深める

児童生徒をよく見ることに徹し、児童生徒理解を深める

後輩を育成するという使命の自覚

管理職としてのより高い倫理観と使命感

的確なリスクマネジメント能力を身に付ける

自分はもちろん、同僚のあり様にも配慮する

地域にある素材を積極的に教材化する

社会体験（異業種体験・福祉体験）などを積極的に行う 地域の教育力を有効に活用するマネジメント力を身に付ける

分からないこと、困っていることを同僚や上司に相談する

教科会や学年会を運営するためのスキルを身に付ける

教育等に係る最新情報に常に触れ、課題意識を持つ

職員の持っている力を
十分発揮させるための
人間力と経営力の獲得

先輩教員の技に学ぶ

よい授業を数多く見る 後輩へ教育技術を伝達する

信頼される評価力を身に付ける

－３－



現行

現行

ライフステージに応じた教員研修

初任者研修

キャリアアップ研修

・免許状更新講習（選択研修）で開講される「キャリアアップ研修
①～⑥」の内、１講座を受講。
・または、総合教育センターで開講される研修を受講。（総合教
育センターの研修は、免許状更新講習とはならない）

・学校長と相談をし、本人にとって今最も必要と考えられる研修
を１日行う。

・キャリアアップ研修報告書を作成して、学校長と面談。

校外研修Ａ「キャリアアップ研修①～⑥」について
１ 免許更新講習選択研修で行う。基本的に土、日もしくは
長期休業中に実施。①～⑥は同一内容。校種別に実施。

２ 少人数グループを中心にした参加体験型の研修とする。
３ 受講者の課題やニーズに応じた研修とする。
４ 研修の内容（例）

（講義） 長野県教育の現状と課題

（グループ演習）セルフチェックシートによる研修の自己評価

（講義・演習）学校組織マネジメントと危機管理

（講義・グループ演習）感情のコントロール

（グループ演習）ライフプランの作成とシェアリング

校外研修Ｂについて
１ 学校長と相談し、これからのキャリアアップのため、今最
も必要と思われる研修を決定する。

２ 研修のスタイルは問わないが、自校以外での研修を原則
とする。

３ 学校長の指示により研修を実施する。

１～３年

・倫理観や遵法精神を高める研修や、今日的な教育課題に対応できる力を付ける研修を充実

・校内や地域における研修を重視し、勤務校で初任者を育てる仕組を強化
・５年経験者とのクロスエイジセッション（異年代の教員とのディスカッション）により、課題解決を支援
・体験的な研修を充実させ、実践力の向上（他校体験研修、異校種体験研修、異業種体験研修）
・セルフチェックシートを用いた研修の自己評価を実施（２年次研修）

５年経験者研修５ 年

・自分史づくり（ライフラインを描く）と、セルフチェックシートを用いた研修の自己評価を実施
・初任者と５年経験者とのクロスエイジセッション（異年代の教員とのディスカッション）により、自分の実践を
見直し、今後のライフプランを考える。

１０年 １０年経験者研修

・地域の方と連携して進める授業の実践や、様々な人と交わる異業種体験研修の充実により、人間力を向上
・自分史づくり（ライフラインを描く）と、セルフチェックシートを用いた研修の自己評価を実施
・新規にキャリアアップ研修を行うため、校外研修の10日を減じ、校内で過ごす時間を確保する。

43～44歳

＜改善の方向＞

現行

＜平成26年度から実施予定＞

２ これからの自己の在り方を考える

仕＋
事
充
実
度－

年齢

校内研修 300時間
校外研修 ２５日

校外研修 ２日

校内研修 ２０日
校外研修 １０日

校内研修 （１日）

校外研修Ｂ（１日）

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

研
修
報
告
書

校外研修Ａ（１日）
免許状
更新講習

(全30時間)

必修講習
（12時間）

選択講習
（18時間）

６
時
間

１ 自分史づくり（ライフラインを描く）

－４－



教員研修における連携・協働

「学び続ける教員」を支援する研修履歴

・研修意欲の高まり
・自己課題の明確化

「研修記録シート」 ・教員一人ひとりが、年度当初に研修の計画を立て、年度末に成果を振り返る。
・毎年、記入できるシートを長野県教育委員会がホームページ等に掲載し、全教員が
使用できるようにする。

「セルフチェックシート」 ・指定研修を節目に、自らの学びと高めてきた資質能力について振り返る。
・異年代の教員とのディスカッションにより、実践の価値を見直す。

・市町村教育委員会や大学、教育団体、民間団体等、それぞれの特長を生かして教員研修を実施。
・さまざまな機関による研修の実施については、研修の方法や内容、人材等の連携を図り、開かれた研修にする。
・児童生徒や保護者のアンケート等による研修結果の評価と、研修成果が、学校現場をはじめ、多くの実践に利用され、広く還元できる仕組について
研究する。

・学校長との面談で、アドバ
イスを受け、今後の研修の
見通しを持つ。

他者から
の評価

２ セルフチェックシートによる自分の
キャリアと研修の振り返り

－５－

４ 教員研修における連携・協働と研修履歴

同年代の教員との
シェアリング

クロスエイジセッション
（異年代の教員との
ディスカッション）

校長との面談

児童生徒や保護者の
受け止めや反応

毎年

節目の年

１ 研修記録シートへの記入 自己評価



教員研修の評価及び長野県教員研修体系の評価について

１ 研修の評価

評価組織（外部の有識者等を含む）を設置し、教員研修の実施及びその成果について毎年評価し、研修体系の見直しを行う。この
見直しを基に、次年度の研修を実施する。

研修の成果は、研修者本人が何を得、授業や生徒指導などの教育実践にどのように活用したかである。そこで、研修後の研修者自
身による自己評価を、研修の評価として重要なものと位置付ける。

① セルフチェックシートによる自己評価

・２年、５年、１０年、キャリアアップ研修時（およそ20年）のそれぞれに、セルフチェックシートを用いた研修の自己評価を実施する。

② セルフチェックシートと研修記録シートの記入にあたっては、学校長からのアドバイスを受け、自分の研修について自己評価する。

研修実施者は、研修の結果、教員の力量アップにどのような効果があったのかを常に客観的に把握し、研修内容や方法の改善に努
める。

（２）研修実施者の評価と改善

研修者が、研修の結果を所属校や所属部署で広げることにより、研修効果はさらに上がる。それぞれの管理職は、研修結果を広げる
ための方策を練る。

（３）研修結果を広げる

（１）研修者の自己評価

２ 「長野県教員研修体系」の評価

外部評価組織の設置

－６－

５ 教員研修の評価
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「セルフチェックシート」 資料 



－８－ 

 

長野県教員研修体系作成会議 委員名簿 

 

  松岡 英子   信州大学教育学部教授               （座長） 

  伊藤かおる   株式会社コミュニケーションズ・アイ代表取締役社長 （座長代理） 

  荒井英治郎   信州大学全学教育機構准教授 

  大倉 嘉郎   公益社団法人信濃教育会研究調査部長 

  北澤 嘉孝   小海町北相木村南相木村組合立小海中学校長 

  小山 壽一   上田市教育委員会教育長 

  櫻井 達雄   長野県長野西高等学校長 

  佐藤 洋美   主婦 

  藤澤 令子   一般社団法人長野県経営者協会教育研修部課長 

  米持 絹子   長野県松本ろう学校長 


